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現在につながる歴史の深みと、世界的な広がりという視点から多角的に文化及び芸術を見つめ、豊かな感受性

で、文化の創造・発展に必要な知識を身につけ、国際的な視野を持って文化の新たな地平を切り拓く人材を育成

しています。文化政策学部は、人々が「豊か」だと感じる社会の実現を目指し、いきいきとした社会生活を送るた

めの方法や道筋を見つけ出していく力を持つ人材を輩出することで、社会に貢献していきます。

文化政策学部では、「国際文化学科」、

「文化政策学科」、「芸術文化学科」の３

つの学科を設け、社会と文化の関わりを

専門的に学びます。

一定の領域を持ちながらも、３つの分野

は互いに関係しています。

複雑、多様な社会について、専門領域だ

けでなく周辺領域の知識にも触れなが

ら、広く、深く学んでいきます。

既成の枠を越えて、文化の新たな地平を切り拓く人材を

■文化政策学部の３学科国際文化学科
言語、文学、歴史、
人類学、地域研究、

多文化共生、日本語教育

文化政策学科
経営、経済、法律、政治、
行政、情報、広告、まちづくり

芸術文化学科
美学・美術史学、演劇史、
音楽史、アート・マネジメント
芸術文化政策、文化経済学

経営、経済、法律、政治、
行政、情報、広告、まちづくり

芸術文化学科
美学・美術史学、演劇史、
音楽史、アート・マネジメント
芸術文化政策、文化経済学

多文化共生、日本語教育

人文学人文学
文学、歴史、
文化・芸術文化・芸術

多文化共生、日本語教育

多文化共生、
まちづくり、NGO論まちづくり、NGO論

Faculty of Cultural Policy and Management

文化政策学部

地域政策地域政策地域政策

マネジメントマネジメントマネジメントマネジメントマネジメント
アート・マネジメント、アート・マネジメント、アート・マネジメント、
経営、行政、法律経営、行政、法律経営、行政、法律

■情報・リテラシー
社会の課題に対する構想力、企画力、問題解決能力を養

うとともに、専門的な研究やその成果を、広く社会に向け

て発表・表現することや、多様な市民社会の中での合意形

成を促進するための実践的なスキルを身につける。加え

て、多様化する情報社会の中で、慎重にこれらに対処する

ための法的・制度的知識や自身の情報リテラシーの素養

を身につける。

■多様な言語
必修科目である英語・中国語以外の多様な外国語を学ぶ

ことにより、国内外の社会や市民の多様性、各地の歴史や

地理に根ざした社会・経済・文化・芸術などの理解を深め

るとともに、コミュニケーション能力の拡充を目指します。

■文化と芸術
各学科の専門分野を学ぶ上で必要な、文化や芸術表現の

多様性や歴史なども含めた社会の中の文化を概観すると

ともに、異なる文化への理解や多様な社会システム、芸術

表現等に関わる文化全般の幅広い知識を養います。

■政策・マネジメント
企業に加え、政府、自治体、ＮＰＯ／ＮＧＯといった非営

利組織も含めた、幅広い経営体における政策の企画立案

や評価、経営体のマネジメントの基本を学びます。これらを

通じて、人と人、人と社会のより良いあり方に資するための

実践的な能力を発揮できるようになることを目指します。

「文化政策とは何か」を理解するために、文化政策学部では学部共通科目として、＜文化・芸術＞、＜政策・マネジメント＞、＜情報・

リテラシー＞、＜多様な言語＞の４つの分野の科目群を設置し、これらの中からバランスよく学んでいきます。これらは、3つの特色

ある学科での学習に共通する土台となります。

文化政策学部で学ぶ

基礎をつくる4つの科目群
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Department of Regional Cultural Policy and Management

定員5 0名

文化政策学科
［文化政策学部］

生活の質や生きがいの向上を目標に、21世紀型の地域社会と
産業の活性化について、学際的・実践的なカリキュラムを通じて、
構想力と実行力を培う
「文化政策」とは、21世紀に適したより良い社会のあり方を探求し、これを実現するための方策を意味します。

そして、その方策について、本学科では、主として社会科学の視点から学びます。

特に「政策」「経営」「情報」という3つの分野を、総合的かつ集中的に学ぶ特色あるカリキュラムを用意しています。

地域社会や企業の様々な課題や問題を俯瞰的にとらえ、現状に適した、行政施策や企業経営戦略、

市民が参画する活動などを構想・立案し、それを有効に実行・実現することができる人材を養成します。

STUDENT’S VOICES
学生達からのメッセージ

STUDENT’S VOICES
学生達からのメッセージ

経営学も心理学も法律も学びたいという欲張りな希望

を叶えてくれるのが文化政策学科でした。幅広い分野の

教授がいて、興味のあることを限定せずに、社会の現状

を学べます。視野も広がり自分自身の可能性も広げてく

れます。今は、メディア媒体が社会に及ぼす影響に興味

を持ち、ゼミでフィルムコミッションによる地域のまちおこ

しについて学んでいます。大学祭の広報担当としてPR

活動を企画した経験からも、情報発信について深く考え

るように。情報を伝える媒体は思った以上に種類がある

と分かり、効果を理解してよりよい発信者になりたいと思

うようになりました。

学んだことを検証する
フィールドワークの面白さ。

農業による集落の活性化をテーマに、地域の問題の解決

方法やまちづくりに関する研究を行っています。ゼミでは、

講義で学んだ知識を、フィールドワークを通じて実践的に

検証。毎週のように現地に出向き、住民の皆さんの話をう

かがっています。年配男性、女性、Iターン移住者など視点

を変えると多角的に問題を捉えることができ、フィールド

ワークの重要性とともにその面白さを実感することができま

した。農業が元気になれば、地域も、日本全体も元気にな

るはず。地域活性化のマネジメント方法を研究・実践する

ために、海外での事例も集めていきたいと思っています。

中原僚介　NAKAHARA Ryosuke

地域社会への関心を引き
出してくれた学問との出会い。

可能性を広げてくれる、
幅広い学問領域。

文化を軸に社会を多角的に学べる文化政策学科のカリ

キュラムは、知らなかった考え方に出会えて刺激的。自

分自身も、授業で農村社会学と出会ったことから地域社

会へ関心を持つようになりました。故郷・島根と密接に

関わることなので、具体性を持ちながら意欲を持って学

んでいます。今後も、地域づくりインターンに参加するな

ど中山間地域の活性化を目指し、住民の意識を高める

ための手法を研究していきます。将来は島根で住民の自

主的な活動を支えるための政策づくりに関わる仕事に

就きたいと思っています。農村社会学は人生をかけて学

び続けるテーマになりそうです。

文化政策学科3年　静岡県立川根高校出身

稲垣さつき　INAGAKI Satsuki

文化政策学科3年　愛知県立春日井高校出身

文化政策学科2年　島根県立松江南高校出身

石倉達也　ISHIKURA Tatsuya

文化政策演習の授業風景（加藤ゼミ）
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Regional Cultural Policy &
文化政策学科の多角的な学び （多様な専門分野の学科教員）

文化政策学科には、政策や行政、経済や経営、文化や情報、社会や心理、法律など多岐にわたる専門分野の教員が

います（43ページをご覧ください）。したがって、2年間の間、多様な学科科目を履修しながらじっくりと学びたい分野や

テーマを選択し、3年次からのゼミや4年次の卒業論文・プロジェクトでは、納得ゆく分野やテーマについて、

専門知識を持つ教員の指導の下で学ぶことができます。

Management

4年間の流れ

カリキュラムのポイント

社会をみつめる視座と
能力の開拓

多様な専門知識の
習得

演習（ゼミ）を通じた
専門の深化

「大学での学び」の
集大成

年次1

幅広い教養科目と土台となるいくつ

かの専門科目の履修を通じて、文化

政策を学ぶことの意義や、自らのめざ

す分野について考えます。同時に、

情報リテラシー、データ検索、レポート

作成、プレゼンテーションなどの基礎

能力を身につけます。

年次2

多様な学科専門科目の履修を通じて

自らの専門領域の確立をめざします。

また、企画立案や社会調査士資格

に関する科目の履修を通して調査研

究能力を高めます。2年次の終わり頃

には卒業後の進路選択も視野に入

れつつ、3年次から始まる演習（ゼミ）

を決定します。

年次3

いよいよ演習（ゼミ）が始まります。担

当教員の指導の下、少人数で学習

に取り組むことにより、専門知識を深

化させるとともに、自ら課題を発見・分

析・解決していく能力に磨きをかけま

す。学科主催のプレゼンテーションイ

ベントも開催されます。

年次4

大学生の総仕上げの学年です。これ

までの3年間の学習成果の集大成と

して、ゼミ担当教員のもとで卒業論文

やプロジェクトの作成に取り組みま

す。こうして培われた幅広い知識と実

践力を生かして、就職や大学院進学

などの進路を決定します。

学科基礎では、幅広い分野の専門知識
を体系的に修得し、実践に活かすための
基礎を学びます。

ゼミでは専門知識を深めるとともに、課
題の発見・分析・解決方法を学び、社会
での実践能力を身につけます。

2年次からは「政策」「経営」「情報」の
学科基幹科目を総合的に学び、さらに展
開科目へと発展させることで応用力を磨
きます。

1.

2.

3.

学びの特色1年次 2年次 3年次 4年次

全学科目

学科必修

学部科目

演習（ゼミ）・卒業論文・プロジェクト

学科科目 ■政策　■経営　■情報

文化政策学科で学ぶ4年間

ピックアップ科目

この講義では産業遺産や近代化遺産に関するさまざまなトピックを
扱います。産業遺産とは、過去の産業活動が残してきた文化財の
ことです。産業遺産などの文化財がどのように保存され、都市計画
やまちづくり、観光などにどのように利活用されてきたのか、事例を
使いながら講義していきます。そして、産業遺産がなぜ保存された
か、理解するために日本や西欧の産業史についても学びます。

産業遺産と産業史 地域産業論

人口減少による内需縮小、デフレ進行、新興国との競争、円乱高下、高
い法人税、電力不足など、わが国の産業を取り巻く環境は厳しさを増して
います。また、労働者の給与カット、人員削減、非正規拡大といった労働
条件の劣悪化が問題となっています。ここでは、上記現状の解説に加
え、疲弊・衰退しつつある地域産業の中で、私たちの生活に関係の深い
食品産業を取り上げ、再生・活性化するための方策を考えていきます。

創造都市論について、まず代表的な提唱者の著作などを参考
に、その誕生以前から今日までの系譜をたどって理解を深めます。
次に国内外の具体的な事例によるケース・メソッドにより、歴史
的・社会的な視点から、文化・芸術と都市・地域発展との関係、文
化資源の活用、産業発展との関係、市民生活の豊かさとの関係
などについて学びます。

■ 担当教員…根本敏行　■ 開講年次…3年次後期

いかなる企業や個人も公的な財源に基づく公共サービスの恩恵を
受けていますし、自治体が住民ニーズに応えることができるかどうか
も、その財政状況と関係しています。地域社会の動向や自治体の活
動を理解するためには、財政制度や自治体財政の状況に関する理
解が不可欠です。この科目では、地方財政の仕組みや現状を学び、
公的資金の循環の視点から地域社会についての理解を深めます。

地方財政論

■ 担当教員…田中 啓　■ 開講年次…3年次前期

■ 担当教員…四方田雅史　■ 開講年次…2年次後期 ■ 担当教員…米屋武文　■ 開講年次…2年次前期

創造都市論

文化政策学科の学びの体系
知識に加え、調査研究やプレゼンテーション手法を学び実践的なスキルを身につける

学科必修では、文化政策の基礎となる知識と共に、実践的な調査研究や企画立案、プレゼンテーション手法を学びます。また政

策、経営、情報の3つの視点から現代社会の様々な課題を理解し、実社会での問題の解決に貢献できる知識と実践力を養って

いきます。また50名の入学定員に対し、14名の専任教員を擁し、きめ細やかな少人数クラスでの教育を行います。

地域社会の都市や村落、組織や集団を調査研究対象として、そこに住み、働く人々の

生活や考え方を、観察やインタビューを通じて調べます。そして、多様な学科科目から

学んだ知識を、調査で得られた情報の分析に応用しながら理解を深め、問題点を明ら

かにしたり、解決策の提言をしたりします。こうして、現実的で実現可能性の高い、実

践的な政策や事業計画を作成する力を習得します。

産業社会のあるべき形を考える

地域における製造業、サービス業、農林水産業の状態や、様々な種類や規模の企業

や公共団体の経営・運営について、統計的なデータはもちろんのこと、現場の経営者

や労働者、そして消費者の体験や視点を踏まえながら学びます。さらに、企業や公共

団体の経営戦略や運営形態を調査して、評価方法などを習得します。企業の社会的

責任など企業と地域社会の関係などについても学びます。

地域社会の豊かさと充実に向けて

政策 経営 情報

●政治学
●地域計画論
●地域情報サービス論
●地域福祉論

●経営学
●産業組織論
●日本経済論
●産業遺産と産業史

●マーケティング論
●中小企業論
●地域産業論
●経営戦略論 等

●情報システム論
●社会統計分析
●広報・広告論
●質的調査法

●行政学
●地域社会論
●地方財政論
●創造都市論 等

●社会理論
●臨床社会心理学
●マス・コミュニケーション論
●学術情報論  等

学科必修

学科科目

卒業研究

●リサーチ＆プランニング基礎／応用／実習

●経済学　　   ●社会学

●文化政策演習Ⅰ～Ⅳ

●卒業論文・プロジェクト

社会調査士の資格が取得できます。
※詳しくは、70ページをご覧ください。
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■阪神淡路大震災復興と神戸の文化を知る研修旅行

根本ゼミ研修旅行

都市・地域学研究室（根本ゼミ）では、近代の産業遺産を活用した都市機能の再生や新産業の創出

を研究テーマにしています。2011年度には、阪神淡路大震災復興と神戸の文化を知る研修旅行を

実施しました。淡路島の野島断層や鳴門市の大塚国際美術館の完全復元したシスティナ礼拝堂（原

寸陶板レプリカ）、灘六郷の酒蔵などを見学しています。

ピックアップゼミ

卒業研究演習一覧

KAWASHIMA Kasumi・文化政策学科4年

心理学ゼミでは、主に社会心理学領域の研究を行います。３年次に

は、文献講読や心理実験、統計解析の演習後、小グループで調査

を実施し、４年次の卒業研究のためのスキルを身につけていきます。

自らが面白いと思える研究テーマを見つけ、自ら調査を計画・実施

し、そのテーマに関する新たな事実を発見することが、ゼミ生の最終

目標となります。仲間との研究活動を楽しみながら、その発見から得

られる喜びや達成感を味わってほしいと思います。

他のメンバーの発表を聞き意見を言い合うことで、新しい発想が生ま

れ、自分の研究も深まっていきます。説得力のある意見を述べるには

裏付けとなるものがなければいけない、そのための文献を探す力も身

につきました。卒論では、企業のCSR活動について、心理学及びユ

ニバーサルデザインの観点から考えていきます。

KOSUGI Daisuke小杉大輔 准教授

川島佳澄

心理学ゼミピックアップゼミ

心
理
学
を
通
し
て
社
会
を
見
つ
め
、仲
間
と
切
磋
琢
磨

し
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

■先輩から後輩へ、進路への実体験を伝える

公務員試験合格者との懇談会

文化政策学科では、「公務員試験合格者との懇談会」を開催しています。公務員試験に合格した４年

生が、後輩たちに向けて試験対策法や、企業への就職活動との両立の難しさや工夫など体験談を語

ります。参加した後輩たちは熱心にメモをとりながら話を聞き、質問をして受験へのイメージを膨らませて

いきます。先輩から後輩への縦のつながりがキャリア形成で重要な役割を果たしています。

Topics

メディア・消費文化から社会を見る　■担当教員・・・加藤裕治 准教授

メディアや消費の文化と日常文化が分ち難く結びついている現代社会の状況を
理解し、その課題を明らかにしていきます。ゼミでは社会学を中心とした方法や研
究をもとに、各自の研究テーマに取り組むことになります。

食文化に関する研究　■担当教員・・・米屋武文 教授

食の機能性や社会生活での役割への理解を深め、豊かで快適な生活をするための
方策を学びます。人口の爆発的増加に直面する世界の食料問題への対応を、食
の領域での文化政策の重要課題として新たな食品の開発研究も行っています。

社会の中の人間の心に関する研究　■担当教員・・・小杉大輔 准教授

まず、心理学の研究法について、グループで体験的に学びます。そして、社会心
理学を中心とした最新の研究動向を参考に、各自で研究テーマを決定し、調査
を実践していきます。

行動や政策についての経済学的研究　■担当教員・・・鈴木浩孝 准教授

消費者や企業にとっての合理的行動をベースに、社会にとって望ましい状態を
実現するためのルールや産業政策について、経済学の見地から客観的に考え
ていきます。

経済史・産業史から現代を見る　■担当教員・・・四方田雅史 准教授

経済学・経営学の基本的な考え方を学ぶとともに、これまで経済・産業・企業が
どのような変遷をたどり、その背景にある経済・経営的要因について分析し、討
論します。

中山間地域についての社会学的研究　■担当教員・・・舩戸修一 講師

ゼミでは、まずフィールドワークを通して中山間地域（農山村社会）の現状や課題
を社会学的に把握することを学びます。そして各自で研究テーマを設定し、入念
な現地調査をしたうえで、中山間地域を社会学的に分析します。

公共政策の分析と評価　■担当教員・・・田中 啓 教授

ゼミ生は２年間をかけて行政や政策に関する専門的知識と政策分析・評価の理
論や技法を学びます。また公共政策におけるNPOや社会起業家の役割にも注
目しており、その具体例や運営手法も取り上げています。

情報技術を活用した社会の研究　■担当教員・・・野村卓志 教授

生活の質を向上させるための社会システムを考えるのが文化政策です。そこで、
情報技術を生かした社会を作るにはどうするかをテーマとして、各学生は研究を
進めています。

地域づくりに関する研究　■担当教員・・・阿蘇裕矢 教授

地域の生活や暮らしに関わる分野等から課題や問題点を探し、空間的かつ社会
的な視点からその解決策について研究します。都市、農山村、観光、環境などの
領域がキーワード。

都市・地域の開発や保全に関する研究　■担当教員・・・根本敏行 教授

３・４年次ともにまとまった内容の論文を仕上げます。地域のまちづくりの課題を
選び、仮説を立て検証する方法論を身につけます。現地調査などのフィールド
ワークを重視します。

法的視点から社会を見る　■担当教員・・・赤井朱美 教授

本演習では法律を扱います。現行制度のしくみを学びながら、何が問題になっているの
か、背景は何かを考察し、対立する主張の論点整理を行います。社会保障法制・福祉関
係法規・医療法・年金法等の法的視点から現代社会における法律問題を検証します。

経営・マーケティング戦略の研究　■担当教員・・・森山一郎 准教授

文献研究、事例の検討・討議、論文作成等を通じて、市場創造のための基本的
な考え方と実践方法を学びます。また地域企業との接点を持つことで、日々変化
する市場のなかでより具体的に思考する力を養います。

社会問題、社会変動に関する研究　■担当教員・・・森 俊太 教授

社会問題や社会変化の原因、プロセス、影響などを、制度や文化を比較しなが
ら研究します。綿密な調査と論理的な発表の繰り返しにより、学生の実力を向
上させます。

公共図書館を通して地域を見る　■担当教員・・・林 左和子 教授

公共図書館を研究するにはその地域についても知る必要があります。図書館を
通して地域にアプローチし、地域のために図書館は何ができるかを考えることを
目標としています。

旭化成ホームズ（株） 積水ハウス（株）

磐田市役所
菊川市役所
静岡県警察本部
静岡県庁
静岡市役所

島田市役所
沼津市役所
浜松市役所
焼津市役所

（株）SBSプロモーション
遠鉄観光開発（株）
（一財）静岡県交通安全協会
静岡県農業団体健康保険組合
（株）静岡新聞社
（株）静岡博報堂

静岡放送（株）
（福）天竜厚生会
日本郵便（株）
浜松商工会議所
（株）日立ソリューションズ
（株）ホテル小田急静岡

磐田信用金庫
遠州信用金庫
JA遠州夢咲
JA大井川
JA静岡経済連
JAとぴあ浜松
静岡県労働金庫
静銀ビジネスクリエイト（株）
（株）静岡銀行

清水銀キャリアップ（株）
（株）清水銀行
静清信用金庫
島田信用金庫
第一生命保険（株）浜松支社
日本銀行静岡支店
日本生命保険（相）浜松支社
浜松信用金庫
焼津信用金庫

鈴与商事（株）
ネッツトヨタ浜松（株）
浜松日産自動車（株）

富士ゼロックス静岡（株）
（株）ホンダカーズ静岡西
ユニー（株）

遠州鉄道（株）
（株）ジェイアール東海ツアーズ

静岡鉄道（株）
鈴与（株）

エンケイ（株）
（株）シャンソン化粧品
（株）スカイ
スズキ（株）
中部印刷（株）
浜名湖電装（株）
浜松ホトニクス（株）

（株）P’Sネットワーク
富士機工（株）
矢崎総業（株）
ヤマハ発動機（株）
ヤマハモーターエレクトロニクス（株）
ヤマハモーターソリューション（株）
ローランド（株）

建設業

サービス業（教育・広告・ホテルなど）

製造業

運輸・旅行業

卸売・小売業

金融・保険業

公務

※分類は本学の区分によるものです。

※学生の学年表記は取材時（2013年度）のものです。

取得可能な資格

教育職員免許状：中学校教諭一種［社会］

教育職員免許状：高等学校教諭一種［公民］

社会調査士

詳しくは70ページをご覧ください。

図書館司書

学校図書館司書教諭

詳しくは70ページをご覧ください。

日本語教員養成課程

卒業生の主な進路
（抜粋）

静岡文化芸術大学
名古屋市立大学

名古屋大学

大学院

























































091 SUAC SUAC 092

国
際
文
化
学
科

文
化
政
策
学
科

芸
術
文
化
学
科

生
産
造
形
学
科

メ
デ
ィ
ア
造
形
学
科

空
間
造
形
学
科

大
学
院

キ
ャ
リ
ア
形
成

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

国
際
交
流
／
支
援
制
度

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

国
際
文
化
学
科

文
化
政
策
学
科

芸
術
文
化
学
科

生
産
造
形
学
科

メ
デ
ィ
ア
造
形
学
科

空
間
造
形
学
科

大
学
院

キ
ャ
リ
ア
形
成

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

国
際
交
流
／
支
援
制
度

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

の
魅
力

の
魅
力

学内にとどまらない多様な活動の実績

プロジェクトは学生たちにオペラを理解してもらうこと
からスタート。若い世代に親しみやすく受け入れてもら
えるデザインであることも大切にしました。

富士山をテーマにオペラをどう表現するか、ラフスケッ
チを重ねて完成形に近づけていきます。さまざまな色で
試作し見え方を検証し、納得のいく作品に。

「良い作品をつくることだけでなく、作品に込めた思いを伝える
ことも大事に」石川さんはプレゼンテーションでの見せ方も研
究し発表に臨みました。

ポスターデザインが採用されることになった石川聡太さん／（現）
生産造形学科3年。初めてオペラに接した時感じた凛とした印
象に、親しみやすさを加えて表現。開催するホールの壁面に掲示
した場合の景観とのバランスも検証してデザインしました。

桂文治師匠を迎えて「SUAC×落語2013」が2013年7月3日、学内ギャラリーにて開

催されました。学生や地域の方に日本の文化のひとつである落語に直にふれてもら

おうと、2009年に第1回目が行われてから今回で5回目、文治師匠も毎年楽しみにし

てくれているそうです。芸術文化学科の有志により運営しています。ガムラン演奏（イ

ンドネシアの伝統楽器）や磯田准教授のプレトークも企画し、当日は大盛況。すべて

を学生が運営することにも意義があり、後輩たちに受け継いでもらいたい活動です。

文治師匠は学生相手にも気さくに接してくれます。終
演後の反省会は師匠を囲んでワイワイと、会食しなが
ら会話も弾みます。

常連さんも多く、毎年楽しみにしていてくれる恒例行事に。約
120名の観客の笑いが、ギャラリーに響きました。

実行委員長 堀田実咲さん／芸術文化学科３年。文治師匠と
の連絡からチケット販売、当日の運営まですべてが学生の運
営。苦労もあるけど達成感も大きく、貴重な体験です。

助成金に頼らずチケットの売上でやりくりすることに挑
戦。芸術もビジネスとして成立させたいという思いが強
く、真剣に取り組みました。

桂文治師匠を迎えて、伝統の話芸を楽しむ。

SUAC×落語2013
静岡県が3年ごとに開催している「静岡国際オペラコンクール」。第7回の開催を

2014年11月に控え、開催告知のポスター作成プロジェクトが学内に発足。学生有

志14名が参加してワークショップを重ね、それぞれのアイデアをブラッシュアップさ

せていきました。最終審査の結果、石川さんのデザインが最優秀賞（採用）に決

定。完成度が高く、チケットや壁面広告などのデザインバリエーションもしっかりと

作り上げられていたことが評価されての受賞です。

「互いの違いを個性として認め合える社会になってほし
い」多言語の絵本プロジェクトや、ポンチプロジェクトの活
動を紹介する展示会も開催しました。

身体を動かすことから生まれる交流。演劇を通して偏見や
差別をなくしていく活動は後輩たちへ受け継がれ、続けられ
ています。

中学生たちに演劇を見てもらうことからはじめ、参加してもらえる
ようなワークショプも開催。公民館でも公演して、地域ぐるみの
交流も図っています。

実行委員長の宮城ユキミさん／国際文化学科２年。11才で
来日、言葉や文化の違いに苦しんだ自身の経験から、あきらめ
ずに勉強を続けてほしいと教育支援にも取り組んでいます。

国際的なクリエイティブイベント「TOKYO DESIGNERS WEEK 2013」。ASIA 

AWARDS学校作品展にデザイン学部が出展。有志学生29人・6チーム編成で臨み

ました。今年のテーマはFes. 来場者に楽しんでもらえる体験型の作品を展示。審査

員の評価も高く、個々に与えられる賞を3つの作品が受賞、そのうち1つはセミグラン

プリ。団体（学校）を対象とした賞も3つ受賞するなど、好成績を残しました。SUACの

名前を広く多くの人に知ってもらえる絶好の機会となりました。

ブラジルと日本の架け橋になる交流を。

ポンチプロジェクト

ワークショップを経て2014年のポスターデザインが決定。

静岡国際オペラコンクール ポスター作成プロジェクト

SUACブースには、会期中約14,000人もの人が訪れ
ています。実際に作品を体験してくれた来場者の反応
を直接確かめられる、貴重な経験ができました。

井上さんのグループの作品、光をテーマにしたインスタレーション
「そよかげ」。ASIA AWARDS学校作品展入賞。光がふわーっと
拡散していくような気持ちよさを感覚的に表現。

他大学の生徒と交流できるのも楽しみ。互いに
刺激を受けあい、語りあうことで、制作活動への
モチベーションも高まります。

学生リーダー 井上拓紀さん／（現）生産造形学科4年。２年
生の時から参加して３回目の今年、納得のいく展示に。リー
ダーとして、１人で抱え込まずに役割を分担していくことの大切
さを学びました。

ASIA AWARDS学生作品展で多くの作品が入賞。

東京デザイナーズウィーク2013

学外のコンテストやボランティアへの参加など、授業で学んだことを発展させていく活動機会が多く、有
志の学生が様々に活躍しています。目標に向かって進むために、次のステップへと自分を高めるために。
自分のやりたいことに積極的に挑戦していける環境が整っていること。それもSUACの魅力です。

※学生の学年表記は取材時（2013年度）のものです。

「ポンチ」とはポルトガル語で「橋」のこと、日本とポルトガルの架け橋になりたいと設

立したプロジェクトです。日系ブラジル人の宮城さんを中心に20名の学生が参加。

浜松市の中学校やブラジル人学校などで演劇を通じたワークショップ

を実施し、身体を動かすことで言葉がなくてもわかり合えることを実感し

てもらいながら理解を深めてきました。一定の役割を果たしてプロジェク

トは終了。現在はさらに次のステップを目指した活動を企画中です。

学生の
活動紹介

立したプロジェクトです。日系ブラジル人の宮城さんを中心に20名の学生が参加。

てもらいながら理解を深めてきました。一定の役割を果たしてプロジェク

トは終了。現在はさらに次のステップを目指した活動を企画中です。



循環まちバス
赤い車体が目印の「く・る・る」。浜松駅から
大学へと向かうのは東ループ。約20分間隔
で運行しています。

世界中の楽器がそろった日本
で唯一の博物館。“音楽のまち”
はままつならではのスポット。

文化と産業の融合するまち「はままつ」
　 “音楽のまち”はままつ
楽器メーカーのまちでもある浜松では様々な音楽イベ
ントが開催されます。３年に１度の「静岡国際オペラコ
ンクール」は2014年に第7回を開催予定。ポスター
作成などのwith SUACコラボ企画をはじめ、当校で
も事前紹介イベントの開催や準備・運営にも携わっ
ています。

　 はままつ冬フェス in machi
街と人をつなぐコミュニケーションイベント。街はイル
ミネーションに彩られ、華やかに。期間中は週末ごと
に各所でイベントを実施。浜松市のものづくりとアー
トのコラボレーションを楽しむ企画として、「ハママツ・
ライト・オブジェコンテスト」も行われ、SUAC生が入
賞しています。

　 バイクのふるさと浜松
国産オートバイの発祥の地・浜松で、スズキ、ホン
ダ、ヤマハなどメーカーの協賛を得て、展示やフォー
ラム、試乗体験、デモンストレーションが行われます。
2013年には同時期に、SUACでも研究者や技術
者の団体による「二輪デザイン講座」「プロの仕事
講座」が開催されました。

　 浜名湖アート・クラフトフェア
魅力的な地域文化を創設するために産官学の協力
のもと、 皮革・ガラス・金属・木工など、全国のクラフ
ト工芸作家が300名以上集まり開催された「作り
手」と「使い手」の交流のための広場。SUAC生も
ワークショップで参加し、子どもたちと作品づくりを楽
しみました。

　 はままつ芸術祭
春・夏・秋とそれぞれテーマを替えて行われるイベン
ト。ステージやアートギャラリーだけでなく、ダンスや大
道芸、バンド、オーケストラなどがまちじゅうを舞台にし
て賑やかに盛り上げます。夏には地場産品のゆかた
祭り、秋には「フェスタ・サンバ」などと連携し多くの市
民が参加しています。

　 ハママツ・シネマ・ワークショップ
浜松出身の映画監督木下恵介を記念して行われて
いたはままつ映画祭が、形をかえて新たにスタート。
映画を［創る・観る・知る］イベントとして、表現者と観
る者とをつなぐ企画を進行中。近年では多くの映画
が浜松地区で撮影されていることもあり、映像づくり
への興味が広がっています。

アクト通り
アクトシティからまっすぐに伸びた遊
歩道。噴水や芝生広場などもあり、
周辺にはオシャレなカフェも点在。

大学
周辺マップ

新幹線も停車するターミ
ナル駅。駅ビルやデパート
などが建ち並ぶ駅前は、
にぎわいの中心です。
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サッカー同好会

●りとるあーす（フェアトレードの普及活動）
●SUAC Broadcast Club（放送研究同好会）
●写真同好会「Tap」
●デザインサークル 「Omnis」

クラブ＆
サークル

在校生データ Data

都道府県別出身地
（2014年4月1日現在） （2014年4月1日現在）

（学部生）

文
化
政
策
学
部

学
部

デ
ザ
イ
ン
学
部

大
学
院

国際文化

文化政策

芸術文化

学 部 計

生産造形

メディア造形

空間造形

学 部 計

文化政策

デザイン

院  計

111

59

57

227

47

35

34

116

7

12

19

362

116

53

56

225

44

36

37

117

9

13

22

364

111

56

54

221

46

35

33

114

335

124

66

68

258

45

44

40

129

387

462

234

235

931

182

150

144

476

16

25

41

1,448総　計

学　科 1年生 2年生 3年生 4年生 全  学
静岡県内はもとより、北は北海道、南
は九州・沖縄まで、全国各地から学
生が集まっています。 北海道

北海道  10

東北地区
青森 9
岩手 6
宮城 3
秋田 5
山形 8
福島    10

近畿地区
大阪 8
兵庫　 18
京都　 13
奈良 3
和歌山  1
滋賀　  7

四国地区
香川 5
徳島 4
愛媛 5
高知 2

中部地区
静岡 637
愛知 291
岐阜 56
三重 24

九州・
沖縄地区
福岡 6
佐賀 3
熊本 9
大分 9
長崎 2
宮崎　 10
鹿児島11
沖縄 6

中国地区
鳥取 2
広島　　　　　　　　13
島根 3
岡山 6
山口 5

北信越地区
新潟 24
富山 17
石川 25
福井 19
長野 36

関東地区
栃木    15
茨城    11
群馬 5
千葉 4
東京 5
山梨    25

外国・その他
（高卒認定等）11

在籍者数

全国各地から集まる学生。少人数教育と相まってきめ細かい指導を実践。

本学の学生は全国各地から集まっています。また、海外からの留学生の受け入れにも積極的に取り組んでいます。

指導にあたっては少人数制教育を基本に学生へのきめ細かい対応を実現。個々の能力アップに力を注いでいます。
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SUAC 098097 SUAC
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2015（平成27）年度 入学者選抜 概要 オープンキャンパス情報

※入試日程、試験科目の詳細は、2015（平成27）年度入学者選抜要項、学生募集要項等で確認してください。

　「一般選抜（前期日程・後期日程）」は、独立行政法人大学入試センターが実施する「平成27年度大学入試センター試験」を受験する必要があります。

　「外国人留学生入試」は、独立行政法人日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」を受験する必要があります。

一般選抜 特別選抜

推薦入試

デザイン学部

国際文化学科

文化政策学部

国際文化学科

文化政策学科

芸術文化学科

デザイン学科

学　部 学　科
後期日程

: 実施

前期日程
公募制

英語
公募制

社会人
帰国生徒

外国人留学生

2014（平成26）年度 入学者選抜  実施結果 〈特別選抜：推薦入試（公募制）〉

2014（平成26）年度 入学者選抜  実施結果 〈一般選抜〉

募集人員学　部 学　科 区　分 受験者数 合格者数志願者数

238 107

15

58

10

前　期

18
7

52
3

52
3

18
1

12 39 39 15

55 2121

1010 2929

87 3838

55 2424

国際文化学科
国際文化学科（英語）

文化政策学科

生産造形学科

メディア造形学科

空間造形学科

学科・区分学部 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

芸術文化学科

37
68

10
24前　期

46 9後　期

生産造形学科

37
72

6
18前　期

26 5後　期

80
33

15
11前　期

24 3後　期

100 38前　期

47 9後　期

71後　期

文化政策学部 文化政策学科

芸術文化学科

163前　期

文化政策学部

デザイン学部

デザイン学部

75

259

41
71

80

40
81

55

83
33

40

105

111

213

179

195

65

Ⅰ数学  6

6

3

3

32

6

10

35

10後　期

メディア造形学科

空間造形学科

2015（平成27）年度 学生募集要項（願書）について

学生募集要項（出願書類付）は、次のように配付予定です。

◆キャンパスツアー  ◆教員による学科紹介  ◆模擬授業　◆個別入試相談  

◆実技（鉛筆デッサン）講習会  ※ 8月2日（土）に開催

学生募集要項の請求方法

開 催 日 詳細はホームページをご覧ください。

1. ホームページから申し込む
      下記の本学ホームページから請求してください。

2. 携帯サイトから申し込む
      下記の本学携帯サイトから請求してください。

学生募集要項（特別選抜：社会人・帰国生徒・留学生入試） 平成26年9月上旬

学生募集要項（特別選抜：推薦入試） 平成26年9月上旬

学生募集要項（一般選抜） 平成26年10月下旬

名　　称 配付時期（予定）

※大学院募集要項の配付は５月下旬からの予定です。

OPEN CAMPUS 2014 オープンキャンパス開催

※実技講習会のみ事前の申込が必要です（右記参照） 。その他のプログラムは事前申込の必要はありません。

「実技（鉛筆デッサン）講習会」
参加申込について

7月7日（月）～7月18日（金）

参加申込期間

※参加希望者は本学ホームページ・携帯サイト
　から申し込みをしてください。ただし、定員と
　なり次第受付終了となります。

お問い合わせはこちらまで 入試室 T e l . 0 5 3 - 4 5 7 - 6 4 0 1

http://daigakujc.jp/suac/http://www.suac.ac.jp/

8 3

お問い合わせは下記まで

Ⅱ実技18

Ⅰ数学  6
Ⅱ実技14

Ⅰ数学11
Ⅱ実技11

8 2 土

1 0：0 0～16：00 1 0：00～15：00

日

入試情報 Information オープンキャンパス情報・資料請求 Information

静岡文化芸術大学  入試室
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